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フレーベル（Friedrich Wilhelm August Fröbel，１７８２‐１８５２）は、その代表作『人間の教育』
（１９６４）のなかで、「遊び」の価値を述べているが、彼が「遊び」と称する子どもの活動
のなかで注目した核心は、とりもなおさず、筆者がここで取り上げている集中現象という
事象であった。フレーベルは、「遊戯に没頭しきった子どもは、良い子になる」から、「遊
戯」は幼児期の最高の活動だと言い、「遊び」を幼児教育の中核に据えた。このフレーベ
ルの考え方は日本の幼児教育界に取り入れられ、今日に至っている。
③ モンテッソーリの場合――環境と集中現象
モンテッソーリは、ローマの郊外サン・ロレンソというスラム街で、劣悪な環境の故に
正常な成長の軌道から逸脱し、狂暴、乱雑、依存、嘘、など社会を乱し、本人も混乱して
喘いでいる状態の子どもたちが、集中現象を経て善良な状態に変化していく事実を目撃し
た。このことは、前掲のペスタロッチの体験と共通している。実にペスタロッチは、家庭
生活のなかで手を使う作業を通して、子どもが集中し変化していく様子を述べている。一
方でモンテッソーリは、子どもの手の動きに注目し、集中を可能にする教育環境――教材
や環境を考案し、体系的な教育方法を生み出した２。
集中現象に特化したものや、子どもが集中体験を経て秩序を好む落ち着いた姿に変わる
過程に目を向けたモンテッソーリ教育学の研究は、１９７０年以降多数あり、相良敦子の「モ
ンテッソーリ教育学と『正常化』」（１９７０）、林信二郎の「精神的集中―モンテッソーリの
教育学」（１９７７）、井出麻里子の博士論文「モンテッソーリ教育学における『注意力の集中
現象』の研究」（２０００）の中で、幼児期の集中現象の重要性が論じられている。
子どもは自分で選び、自分のリズムで繰り返し、集中した後に落ち着き、内面から奥底
に潜んでいた善さが表れる。モンテッソーリ（１９６８）は、子どもの奥底に潜んでいた本来
の善さが自ら立ち現れる現象を「正常化」（normalization）３と呼んだ。
相良（１９７８）は「正常化に至るプロセス」を「活動のサイクル」として整理し理論化し
ている。「活動のサイクル」とは、自由に選ぶ→繰り返す→集中する→達成感を
持って自分からやめるという、四つの契機を持つ一連の活動をいう。子どもが人格として
成長していく過程には「活動のサイクル」というものが存在し、そのサイクルを踏みしめ
る毎に、子どもは自立の程度を増し、知的にも人格的にも良い方向へ成長していくのであ
る。
④ 倉橋惣三の場合――「本眞劍」
倉橋惣三（１８８２‐１９５５）は、子どもの自発的な力に刺激を与え成長していくことができ
るよう教育環境を整えていった。彼は「全心全力を擧げて一定時内唯一のことに集注して
２ 「教具」はモンテッソーリが考案したもの。感覚教具をはじめ、言語、数、文化に関する教具がある（相良、
２００８）。
３ モンテッソーリ（１９６８）『幼児の秘密』（p．１８３）
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居る」（p．２）ことを「本眞劍」と呼び、物事に真剣になれることの大切さを主張している４。
このように、幼児期の子どもが集中を経て変わっていくという事実を多くの幼児教育研
究者たちが指摘している。その中で、モンテッソーリは、医者としての見解から科学的根
拠に基づいて、「集中」が適切に維持され得る教育環境を整え、子どもの発達を援助すべ
きことを主張したのであった。その中で特徴的なのは、「敏感期」５の燃えるような情熱に
着目している点である。そして、集中現象を経験し自分の納得のいくまで活動を続けた子
どもは、心が満たされ、情緒が安定し、自信に満ちて自発性が強められる。同時に社会性
が芽生え、規律正しくなり、秩序を愛するようになるという子どもの成長である。つまり、
この集中現象には、子どもの人格の育ちが伴う。
本稿の冒頭に述べたように、幼児期は人格形成の基礎が培われる時期であるので、モン
テッソーリが幼児教育の鍵といっている集中現象は、調和のとれた人格として子どもが育
つ上での欠かせない重要な体験であると考えることができる。
 子どもたちの集中をめぐる幼児教育現場の問題点
 物的環境に係る問題
教材の種類や、その配置など、全てが子どもにとっての環境であり保育者によって構成
されている。積み木や絵本のように克明に検討されているもの、手先の巧緻性を考えたも
のや知育教材のように集中と関連したものもあるが、置かれているものの多くは十分な検
討がなされているとは言い難い。一般に市販されている玩具は、一見、目を奪われる魅力
があるが、発達とは無関係になっているものも多いのではないだろうか。環境に置かれた
ものが、どういった形で子どもの心身の発達に対応し、更には、学びへの潜在的な可能性
を持ち、子どもがその環境との関わりを通して可能性を実現していくかは重要な点である
が、実際にはそれほど検討されていないように思われる。
自由保育を中心に実践している園では、子どもが園で過ごす時間の大半が遊びである。
前述したように、『幼稚園教育要領』（２００８）は、「幼児の自発的な活動としての遊びは、
心身の調和のとれた発達の基礎を培う重要な学習である」（p．２３）から、「遊びを通して指
導」するべきだと言う。この文部科学省や厚生労働省の指針の言葉を文字通りに受けて、
幼児教育の現場では「遊び」という用語をキーワードにし、子どもが元気に自由に動き回っ
ていることは良いことだと解釈している向きが多い。実際の幼児教育現場では、幼児期に
必要な学びの大部分は遊びから得るものだと、遊びに過度の期待をかけ過ぎている面があ
るのではないだろうか。
幼児期の特徴の一つとして、この時期は手先を自由にコントロールできるようになりた
４ 倉橋惣三著「本真剣」『婦人と子ども』（１９１８）
５ 「敏感期」とは、生物学者ド・フリースが発見した、ある生物の発達段階に見られる特殊な感受性が現れる時
期。発達初期のころ、ある能力を獲得するために、身の回りの特定の要素を捉える感受性が特別に敏感になる
一定期間。「敏感期」の考え方は、教育学者ハヴィガースト（Robert J.Havighurst，１９００‐１９９１）による「発達課
題」に共通するものである。
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い、自分でできるようになりたい、という強い願望がある。「自分でしたい」と自分の意
志で活動し始める時期であり、自分を取り巻く環境の中から自分の手を使うことのできる
対象物を探し出すこの時期特有の感受性が表れる。このような発達の特徴を十分に理解し、
その願望に対応した生活環境を整えていくことが保育者に求められる。つまり、「遊び」
に過度の期待をかける以前に、「遊び」と称してきた活動内容を分析し、心身と人格が調
和をもって成長するのに不可欠の要素を見極める。その要素がいかなる根拠に依るものか
を知る。そのうえで、必要な要素を取り入れた環境を構成することが必要である。
 人的環境に係る問題
保育者は、環境を構成するにあたり、子どもの集中現象をどのように意識しているだろ
うか。実際に、保育者の話や記録のなかで、「集中している」「集中力がある」「集中でき
ない」などの報告を聞くことがある。子どもが集中したかどうか、集中できるかというこ
とは、幼児教育の現場において子どもの発達を確認する一つの基準になっていることは確
かである。しかし、集中ということの真の意味をどれだけ考えているだろうか。子どもの
集中に至るまでの過程や集中するために必要な要素は何か、集中の後に子どもがどのよう
に変わったか、ということに目を向けていないことも多いのではないだろうか。保育者が
子どもの集中現象に到るプロセスを意識しているかどうかによって援助の仕方は変わって
くる。
一人一人の子どもの主体性や特性を理解し尊重することは重要であるが、主体性を重視
するあまり「遊び」中心の活動となり、そのなかに「楽しさ」や「自由さ」を求めすぎて
いる傾向がみられる。そして、子どもの主体性を尊重するが故に、保育者の援助を「見守
る」「寄り添う」というかたちで満足させていないだろうか。「見守る」「寄り添う」とい
う表現は、幼児教育に関する多くの情報誌や先行研究でも頻繁に使用されている。このよ
うな表現は「子どもを主体とした教師のさりげない援助」のように感じられるが、実際に
は、具体的な援助のかたちが見えてこない。また、幼児教育現場でみられる保育者の援助
のなかで、筆者が問題に感じていることの一つは、子どもに物事を教える際に、「言葉か
け」が援助の中心になっているのではないかということである。物事の仕組み、扱い方、
動き方が分からない幼児期の子どもにとって、言葉で説明するだけは限界がある。子ども
は、言葉だけでは理解できないことも多く、理解していないことで作業が上手く進まない
ことがある。しかし、実際の現場では、言葉をかけることで子どもに伝わっていると満足
し、言葉をかけること以外に援助の方法を見出せないでいる保育者も多いのではないだろ
うか。
２．集中現象の観点に基づく保育環境の再検討―物的環境と人的環境を中心に―
【事例収集と分析の方法】
柴山（２０１０）の子どもエスノグラフィーの手法を参考にした。
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【観察園・時期・方法】
平成２５年から平成２６年にかけて、国立、公立、私立の幼稚園と保育園、計７園を訪問し、
９０分から１８０分の範囲で、子どもの活動場面の観察を実施した。これらの幼稚園ないし保
育園で日常的に実施されている保育の方法・形態は、自由保育、一斉保育、モンテッソー
リ教育と様々である。観察の方法は２～４歳児を中心に参与観察を行った。
【事例の分析と活用】
収集した事例から子どもの動きを整理し、集中現象に関係すると思われる行動を分析し
た。そして、活動後の子どもの状態から、集中現象の継続および中断の要因となっている
ものを見出した。その結果、次の点が確認できた。
一つ目に、子どもが環境の中から自分の発達に適したもの（敏感期の感受性に一致した
もの）を選択した場合、それが集中現象に繋がっている。二つ目に、教材の内容によって、
作業の繰り返し（継続）が異なる。三つ目に、集中が継続し自分の意志で作業を終えたと
きは、満足感や充実感を得、それが喜びとなる。他方、集中が中断し、自分の意志で活動
を終えることができなかった場合は、不満感が残り、それが苛立ちや悲しさとなって表れ
ている。四つ目に、保育者の集中現象への着目の有無により、空間の構成や、援助の仕方
が異なる。
以上のように、子どもの集中現象には、主に、保育室の空間の構成、教材の内容、保育
者の着眼点が関係していることが分かった。この点について、集中現象を促す物的環境や
人的環境に必要な要素と配慮点を述べていく。その際、モンテッソーリの知見に基づいて
必要な事例の一部を取り上げる。
 空間の構成
 自由選択が保障されたコーナー（机、棚）
子どもたちが自由に選べるように、子どもの手の大きさや目線を確認し、丈の低い、良
く見える棚であることが重要である。例えば、手の操作によって発見をしていく作業の場、
身だしなみを整える場、水を使うもの、数に関する教材、言語に関する教材、図書のコー
ナー、絵画のコーナー、などである。このようにすることで、子どもたちは、一目見て、
どこに何が置かれていて、何をするためのものなのかが理解できる。置かれている物の意
味を理解できるということは、自分の意志で取り組むことに繋がる。また、子どもが一人
で取り出すことが難しい重さやサイズや場所であってはならない。
棚に配置する教材は、段階的に量を増やしたり入れ替えたりして高度なものにしていく
ことが大切である。しかし、難度を増していく教材の根底には、一貫した認知構造に対応
した構造がなければならない。前の段階の経験が次の段階の土台となり、更に高度な経験
ができるよう敏感期の連続的な段階と知性の一貫した働き方を織り込むことが大切である。
活動が発展していくのには、ある程度の広がりを可能にするスペースが必要である。机
は、クラスの人数、その時々の活動の様子、動き、特に実らせていくべき内容等を考慮し
て配置する。子どもが活動する際に丁度良い空間とは、一方に活動の展開を可能にする広
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さが必要だが、他方「狭さ」も必要である。子どもは「保護された」安心感があると集中
し、背後が広すぎると集中できない。子どもは、背後８０cmくらいの空間を好むのである６。
 制限
子どもが自由選択する教材は、種類と数・量において、ある一定程度の「制限」が必要
である。たくさんのものがありすぎると、子どもは選ぶのに迷う。数・量の「制限」とは、
子どもが自ら「始めた」活動を「済んだ」「できた」と自ら実感して「終わる」ことので
きる数・量であることである。制限があることによって、自分が選んで始めたことを最後
までやり遂げて終わることが可能になる。実際の現場で、教材はたくさんあるのに長い時
間、保育室の出入り口に座って活動を始められず悲しい表情をしている子どもや、一つの
活動に定着せずに次から次に動き回る子どもの姿が見られた。これは、ものが多すぎるこ
とで、子どもは何をしてよいのか分からなかったり、困ったりしている状態、気移りして
活動が中途半端になっている状態なのだと思われる。
 秩序のある整理された棚
子どもは本来的に秩序を好む。秩序感は知性の土台である。したがって、いつも同じ場
所に、順序良く、整然と教材が並んでいると、自分の記憶のなかで行動できるという安心
感にも繋がる。子どもは秩序を手がかりとして動くので、秩序がないと混乱する。教材や
ものの置き場所、置き方などの秩序の程度に応じて子どもは安定していくので、子どもが
生活する場には、隅々まで秩序があることが大切なのである。幼い段階（３歳頃まで）は、
必要なものが一つのセットに揃えて用意されていると使いやすい。４歳以降になると、素
材を整然と並べ、自分がやりたい目的に従って必要なものを考えながら揃えるよう促す方
法もある。そして、教材の段階性、順序性を「意識して」美しく整理することが大切であ
る。そうすることで、子どもは自分が使ったものを「意識して」元の場所に片付けるよう
になり、自然と保育室の秩序が保たれることになる。
 教材
 教材に含まれる要素を一つに絞る
子どもが集中に向かうためには、教材の中に多くの要素をいれるのではなく、何をする
教材なのか、ひと目で分かるように要素を絞り込むことが重要である（教材中のただ一つ
の性質の孤立化）７。たくさんの要素がありすぎると、本質や目的が分からなくなったり、
必要な体験をする前に疲れたり、止めたりすることに繋がる。形や色など無駄なものをそ
ぎ落とし、すっきりと美しくし、物の本質を浮き立たせることが大切である。
例えば、子どもが毎日行う活動の一つに衣服の着脱がある。衣服のボタンを上手くはめ
６ スタンディング（１９７５）『モンテッソーリの発見』の中で「保護する環境」の重要性について説明している。
（p．３８６）
７ モンテッソーリ（１９７１）『子どもの発見』（p．１２２）
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ることができなければ、着脱に時間がかかったり、人に頼って
しまったりする。このような場合、「ボタンをはめる」という
部分だけを取り出すのである。そのときに獲得したい部分――
この場合は「ボタンをはめる」部分、を取り出し、手を使って
「つまむ」「入れる」「はずす」を繰り返し練習するのである。
一人でボタンをはめることができるようになると、一人で衣服
の着脱ができるようになりスムーズな自立に向かうのである。写真は、「ボタンをはめ
る」部分を取り出した教材である。玩具のなかには、見た目は豪華でたくさんの機能がつ
いているが、何が目的なのか分からないものがある。一見、子どもの目を惹くが、繰り返
し使う様子はあまり見られない。子どもにとっては、目と手を協応させ、思考を働かせな
がら活動できるシンプルなものの方が魅力的なのである。
 論理的構造がある
人間の思考は、感覚器官・運動器官によって学びとる幼少期から、高度な抽象的思考を
する大人期に至るまで、基本的には一貫した共通の認知構造をもっている。したがって、
一つの教材の中に同系・等間隔・段階性などが配慮してあると同時に、「分類、集合、比
較、対応、系列化、包囲、連続、隣接、等分」などの活動が誘導されるような構造がある
と、子どもは自分で活動を発展させていく。そして、このような活動の積み重ねは「学ぶ
力」（自己教育力）の土台となる。
③ 「繰り返し」を可能にする教材
子どもは活動に「始め」と「終わり」があると、その活動をやり遂げたときの満足感や
充実感が喜びとなり、「もう一度やりたい」と何度も繰り返し行うことに繋がる。何度も
繰り返すことで自由に出来るようになり、探究心や向上心が高まっていく。
例えば、ビーズの紐通しにおいて、大量のビーズと長すぎる紐を用意した場合、子ども
は、通しても通しても終わらず、疲れたり、飽きたりしてしまう。それに対して、ビーズ
の量とそれに対応した長さの紐というように、量と長さを一定程度に制限すると、子ども
は一回の作業を最後までやり遂げることができ、「できた」「終わった」という納得や満足
感を得る。ここで、その具体例を筆者の観察記録から、次に述べる。
【事例１】
２歳男児は、ビー玉を筒型の容器に入れる作業を始めた。ビー
玉は１６個ほどあり、一つひとつ穴に落としていく作業である。
全部のビー玉を筒に入れては、また筒の蓋を開けて取り出し、
またビー玉を落とすというふうに同じことを何度も繰り返した。
この作業は、無言の状態で手だけがひたすら動き、（筆者が観
察してから）１０回以上、４５分間も続いた。そして、突然「終わっ
写真
写真②
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写真④ 写真⑤ 写真⑥
た」と言い作業を止めた。その後続けて、この男児は、ボタンはめの
作業に取り掛かった。魚の形をした布にボタンがついており、ボタン
をはめて布を繋げていく作業である。数枚を繋げたあたりから、指に
力が入り、はめるスピードが増し、鼻息も荒くなった。そして、ある
とき「フーッ」と息を吐いたかと思うと、今度はボタンを外し始めた。
この２歳男児の様子からも、この時期の子どもが手を使う作業を好ん
でいることが分かる。そして、同じ動きを何度も繰り返し行う過程でいつの間にか集中し、
活動が終わったときには充実感を得ている。それと同時に、指先のコントロールもできる
ようになっているのである。
【事例２】
男児は保育室にある３２個のミニカーを縦一列に並べた。次に横３列に並べた。しばらく
眺めた後、さらに赤、黄、青などの色で区別した。そして、最後に全部を横２列に並べて
整理した。男児はその間、言葉を発することはなく、最後に並べ終わったときに「終わっ
た」と言った。そして男児は、満足感に満ちた表情を見せ、活動を終えた。
この男児は、手を使い、その手の作業に知性の働きが伴っていたから共通の働きを繰り
返しながら活動を展開していったのである。近年は、ものが豊かになり、かわいいものや
楽しそうなものが溢れかえっている。子どもの発達とは無関係になっているものや、大人
本位につくられてしまっているものも数多くある。子どもは、一見そのような玩具に飛び
つくが、すぐに飽きてしまう。一度それを使って遊んだとしても、繰り返して遊ぼうとし
ない。実際の現場でも、おそらく長い期間放置されたままであろうと思わせるような玩具
や、子どもが見向きもしない玩具をたくさん見掛ける。子どもにとって、発達と無関係に
なっている玩具よりも、むしろ、手や五感を十分に使い、知性を働かせながら活動できる
教材に触れることの方が真の喜びに繋がるのである。
【事例１】の場合は、２歳男児にとって、ビー玉の量が繰り返し行うのに丁度よい量だっ
たのである。また【事例２】の場合も、ミニカーの数や色の種類が活動する上で丁度よい
量だったので、活動が展開していったのである。
写真③
田中珠美：幼児期の集中現象に着目した保育環境の構成に関する研究
19
④ 継続性と発展性がある
子どもが十分に教材に関わり、その教材のもつ課題を達成したとすれば、次は、同じ系
統で、動きや知性の働き方のレベルを上げていくとよい。例えば、前述の【事例１】ビー
玉を「落とす」活動の場合、落とすものの数を増やしたり、落とす穴のサイズを小さくし
たりする。ボタンを「はめる」活動では、枚数を増やす。【事例２】の色や種類を「区別
する」活動の場合、区別するものを別の種類のものに変えたり、集合や比較ができる数や
量を増やしたりする。
 保育者
 「して見せる」援助
一つ目に「分析と順序立て」である。「環境を通して行う教育」を考えるとき、子ども
の「外側」にある教育環境を整えることだけに力を注ぎ、子どもが環境に関わるための「動
き方」を、教えようとしないことは重要な要素の半分が欠落することになる。この時期の
子どもは、随意筋運動の調整期にいて、「どう動けばよいか」を知りたがっているので、
環境に正しく関わるために「動き方」を「して見せる」必要がある。保育者は「して見せ
る」とき、次のようなステップを踏むことが必要である８。
まず、「教えたい行為」を一つだけ取り出し、その行為を構成する動きの要素を明確に
分析する。そして、分析された一つひとつの「動き」を正確に実行する。実行するときは、
ゆっくり行う（大人の８倍スローダウンする）。して見せるときは、黙ってする（言葉を
使わない）。保育者が「動き」を「して見せる」過程で、「言葉」と「動作」を別にするこ
とで、子どもは、示される動きをよく見るようになる。動きを見た後に説明がなされると、
子どもは言葉をよく聞くようになる。つまり、子どもの「見方」や「聴き方」が注意深く
なる。
二つ目に「正確にする」ことである。子どもは本来、正確さが好きで、意識された正確
な動作に強く注目する傾向がある。それは、子どもの中に、目的を達成する活動の裏にあ
る特別の成功の秘訣を求めるものが存在するからである。成功の秘訣とは精密さである９。
そのために、子どもに「して見せる」とき、精密さに配慮して「正確に実行する」こと
が大事である。その「正確さ」は、子どもの興味をそそるだけでなく、時として、「正確
さ」という要素があるために、子どもは集中してしまうのである。何よりも先ず、して見
せる保育者自身が正確さを「意識する」ことが重要である。例えば、次のようなことが挙
げられる。筆者が観察した事例の一部を紹介する。
（作業場面において）
・切る――はさみの刃の中央を使って、線に沿って切る。
・貼る――紙の枠や線に沿って糊をつける。その際、指に少し糊をつけて伸ばしていく。
・折る――端と端を揃えて折る。折り目を指先でしっかりと押さえる。
８ 相良、池田ら（１９９０）の著書『子どもは動きながら学ぶ』など、多くの著書の中で説明されている。
９ モンテッソーリ（１９７１）『子どもの発見』のなかで「精密」について説明している。（p．１０４）
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（日常の場面において）
・物を並べる――辺を意識して置く。対応、順番などを意識して並べる。
・教材を運ぶ――両手で、物の中央をしっかり持って運ぶ。
・ものを置く――音がしないように、意識してゆっくり置く。
このように、一つひとつのことが「正確に」「確実に」できるようになっていくことで、
子どもの行動の基本が定着する。基本を正確に身に付けると、それを駆使してダイナミッ
クに創造する力が生じる。
 充実した活動を見極める
子どもの活動の一つひとつを、よく観察し、充実した活動であるかを見極めることが重
要である。例えば、次のようなことである１０。
・活動の始め（自分で始めたか、人から勧められたか、など）
・活動の傾向（行動に秩序があるか、繰り返しがあるか、知性を働かせているか、など）
・活動の深さ（深く集中しているか、困難に出会ったとき乗り越えるか、など）
・活動の終わり（どのようにやめたか、なぜやめたか、充足感を得たか、子どもがどの
ように変化したか、など）
結論
文部科学省と厚生労働省が指針の冒頭に掲げている「幼児期における教育は生涯にわた
る人間形成の基礎を培う」ものであるという言葉をどのように実現するかが日本の幼児教
育界は問われている。それを「遊び」を通して実現できるという考え方に対して、私は子
どもの「集中現象」に着目する重要性を訴えたい。
人間に本来与えられている自由意志と知性、感覚器官と運動器官を、目的に沿って有効
に使うことができる環境を整えてもらった子どもは、幼児期の強烈なエネルギーを無駄な
く発揮して集中する。全身全霊を傾けて活動に集中すると、その後に子どもは調和のとれ
た人格として成長するという事実に着目して本論に取り組んだ。そして、子どもが自然の
プログラムに沿った良い環境の中で活動し、集中するとき、人間に本来与えられている調
和のとれた人格が立ち現われる。
子どもはどのような環境にあっても、平等に正しい教育――子ども自身に与えられてい
る様々な活力溢れた能力を用い、自己実現を達成することのできる教育、を受ける権利が
ある。正しい教育で育った子どもたちは、人として賢く、聡明で、精神的にも豊かで温か
い素養を身に付けていくであろう。そして、それらは、社会でよりよい人間関係を築く要
因となり、温かい家庭、平和な社会へと繋がっていくことを確信するに至った。
本稿で取り上げてきた集中現象は、どの子どもにも現れるものであり、大人によって構
１０ 相良敦子（１９８５）『ママ、ひとりでするのを手伝ってね！』（pp．１２８‐１２９）
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成される環境次第で、いくらでも変化するものである。私がモンテッソーリ教育から汲み
取ったものは、モンテッソーリ教具、モンテッソーリ教師、モンテッソーリ・クラスが整っ
た「モンテッソーリ・メソッド」ではなく、その根底にある子どもの普遍的事象と幼児期
の教育環境に必要な要素である。
本論は、集中現象に着目する重要性と、集中を促し、それを可能にする環境を構成する
上で必要な諸要素を明確にしようとしたものである。
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